
〈学校図書館部会〉

研 究主 題 ・副 題

「学校図書館 の機能の活用による学習指導の工夫 ・改善」

一教育 ・教材 センター としての機能における司書教諭 の役割一

研究 の 概 要

学校図書館の機能

読習 セ ン ター

教育 ・教材センター

学習 ・情報センター

教 育 ・教材 セ ン ター とは …

教育活動や教材 に関す る情報 を収集 ・整理 し、学習指導や読書指導等 に当たる教職

員のニーズにこたえてい く機能

2司 書教 諭 の役 割 とは …

収集 ・整理 した情報 を教育課程 の展開にあわせて コーデ ィネー トす ること。

(1)教 育課程への明確な位置付け

① 「学校図書館経営方針」の作成(目 標 ・重点な ど)

② 「学校図書館組織図」の作成 ③ 司書教諭 と学校司書の連携

④ 「学校図書館年 間活用計画」の作成 ⑤ 予算の計画執行

(2)学 習指導への支援

(3)読 書活動の推進

校種や学校の状況による機能 ・役割の違い と共通事項の認識

課題の整理 と提言

1研 究 の 目的

学校図書館 は、学校図書館法第2条 において 「生徒及び教員の利用に供す る」 と規 定

されている。 このことを受け、本委員会は、学校 図書館で職務にあたる司書教諭が、学

習指導や読書指導等に当たる教員 とどのようにかかわるかに関する研究開発 を行 う。

1研 究 の 方法

本年度は、学校 図書館の機能である 「学習 ・情報センター」・「読書セ ンター」を包括

す る形で 「教育 ・教材セ ンター」 としての機能 と司書教諭の役割に着 目した。研究に際

しては校種及び児童 ・生徒の発達段階を踏 まえ、これ までの実践を整理 し、学校図書館

年 間活用計画や学校図書館校 内組織図の作成、読書 ・総合的な学習の時間での司書教諭

の実践な どを基礎 に、教員のための教育 ・教材セ ンター としての機能 と司書教諭の役割

に焦点を当てた。
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皿 研 究 の 内 容

1小 学校 の事例

学校 図書館 は、 学校教 育 の 中核 的な役割 を担 うこ とを期 待 され て い る。 司書 教諭 は、読 書

指 導 を進 め る一方 、情 報 ・メデ ィア の利 用法等 の学 習支援 を推進 す る必 要が あ る。

(1)学 校 図書館 経 営委 員会 の設置

学校教 育全 体 にかか わ る学校 図 書館 は、組 織 的な経 営 に よって機 能 が発 揮 され る。そ のた

め には、 「学校 図書館 経 営委員会 」 の設 置等 によ る学校 図書館組 織 の 充実が必 要 で ある.

「学校 図書 館経 営委員 会」 は、校 長 、教頭 、二事務 長 、司書教諭 、教務 担 当主幹 、研究推 進

委 員長 、教科主任 、学 年主 任及 び視聴 覚担 当等で構 成 し、教育課程 及 び全校 の要 望や 意見 を

学校 図書館 の運営 に反 映 させ て い く、学校 図書館 の実務 的運営 は 、司 書教諭 、学校 司書及び

関係教 員 で 当た る.

具体 的 に 「学校 図書館 経 営委員 会」で企 画 ・検討 され る こ とは、次 の よ うな内容 で ある。

① 学校 図書館年 間運 営 計圃(実 務 計画)の 作成

② 各学年 の学校 図 書館年 間指 導計 画の評価 及び 改善

〈検討 内容 例 〉

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

各教科 ・各学年の学習に必要な資料テーマ

学校図書館活用指導を行 う時間割の設定

校内研究における学校図書館活用の位置付け

司書教諭とのTTに よる単元学習

系統的な学校図書館の利用指導

系統的な情報機器活用指導

(2)司 書教諭 の学 習支援

(提案:各 教科 ・各 学年 主任)

(提 案:教 務 担 当主幹)

(提 案:研 究推進 委員長)

(提案1司 書 教諭)

(提案:司 書 教諭)

(提案:視 聴 覚担 当〉

① 教 科 ・学級担 任 とのテ ィー ムテ ィーチ ン グに よる学 習指 導

ア 学校 図書館 年 間指導 計画 の作成(表1)

イ テ ィーム ティー チ ン グに よ り単 元指導 計画 に参 画(表2)

② ネ ッ トワー ク化 の推進

ア 公 共 図書館 や他校 の 学校 図書館 との連携

イ 図書 資料 のデー タベ ース化

ウ 授 業 にか かわ る指 導 資料 ・学習 指導案等 の共 有化

③ 授 業で使 用す る 図書資料 の収集 及び蔵 書 の管理

④ テ ーマ別 資料 リス トの 作成

図 書資料VTR資 料IT資 料 人材 活用 ・関連機 関資料

(表1)学 校 図 書館 年 間指 導計 画例2年

0図 書資料 ●VTR資 料 ☆IT資 料 ★ 人材 活用 ・関連機 関資料 ロ ワー クシー ト

月 読書活動 資料 調べる学習 資料 情報活用の指導 資料 IT活 用の指導

4

楽しいお話を聞こう

絵本の読み聞かせ

図書館のきまり

学級文庫のきま り

図書の取り扱い方

口

■

5

草花の知恵について
調べよう
国語 「たんぽぽのち
え」

0 きれ いな手 で読 も
う

起動 と終了
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野菜の本を探そう o 公共図書館の使 い お絵かき
生活 「ぐんぐんそだ 方を知ろう 保存の仕方

6 て 」 公共図書館の見学
じゃがいもほ り ★ 人的情報源の活用
生活 「まちたんけん」 ★ 掲示による発表

レオ ・レオ ニの作品 o 生き物の飼い方を調 0 調べる木の使い方 口 ホー ム ペ ー ジ の

を読もう べ よう 目次と索弓 見方
国 語 「ス イ ミ ー 」 生活 「生きもの大す ☆ 絵 を使 った記録 の

7
おもしろかった本 を き 」 仕方
紹介しよう 読書感想文の書き

方

読認 激 踏 こう{ おもちゃ作 りの本を o
」

使ってお もちゃを作
9 ろう

生活 「わ くわ くラン

ド」

友達のお話 ・動物の 0 秋を調べよう 0 CD-ROMの 使

お話を読もう 生活「秋を さがそ う」 い方 国語 「サン
lo
国語 「お手紙 」 ゴの海 の生 き も

のたち」
…

太枠は司書教諭が授業にかかわる内容

(表2)単 元指導 計画例

2年 生活科 単元名 「生 きもの大 す き」 10時 間 T1:担 任 T2:司 書 教 諭

時 学習活動 教師の指導 ・支援 T2の 準備

生き物を探 し観察 しよう
・校庭や身近な公園な どで

、生 き T1:身 近 なところにいろいろな生 き 公共図書館から関連図書を団体

1 物 を探す。 物がいることに気付かせ、飼育 貸 し出 しして もらう。
・観 察 す る

。 したいとい う気持ちをもたせ 「生き物 の飼い方」の リス トと

2 る 。 本を数冊紹介する。教室に展示

T2:生 き物の本、飼 育の本 のブック ホームペー ジ 「教塞生 き物 ワー

トー ク を す る。 ル ド」

飼育の準備 をす る
・飼育 したい ものを決 める。 Tユ1飼 いたいもののグループに分け

3
・飼育の仕方を図鑑な どで調べ る

。

る。

T2:生 き物の本 、生 き物の飼育の仕 帝会本 、4、7、Oの 分 類 場 所

4
方の本、図鑑類が図書室のどこ

にあるかを指導する。自分で本

5
を探 せ るように支援す る。

T2:調 べ る本の 目次や索引の使 い方 ワー クシー ト用意

を指導する。

・飼育のための準備 をする
。 Tユ:飼 育に必要なものを叢備 する。

世話や観察をする
・世話 を し、気 付いた ことを話 し T1:日 々 の生活 の中で児童が気付い 児童が選んだ本は、しばらくの

6 合 う。 た ことを取 り上 げるよ うに し 間学級においてお き、いつ で も

・他 グルー プで
、気 付いた ことを て い く。 調べ られるよ うに してお く。

7 話 し合 う。

・よ りよい飼い方 を調べ、世 話を

継続 する。

発表す る

8 ・飼 育 して よか った ところを話 し Tll生 命 を持 ってい るこ と、成長 し

合 う。 てい ること、きれいな環境が大

9 ・気付いた ことや感 じたこ とをカ 切なことなどに気付かせる。
一 ドにま とめる

。 T21飼 っ てみて分かった事実 と感想 ワークシー ト用意

10 ・OHCを 使 って発表す る
。 を分けて書くこと、絵 を入れ ると

分かりやすいこと等を指導する。
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2中 学 校の事 例

巾学校 で は、 司書教諭 は学 習進 路部や 教務部 な どに所属 し、教 育課程 の展 開の 巾で読 書指

導 をは じめ と して、 目的に応 じたメデ ィア の利用 を促 し、総 合的 な学習 の時 間及 び 教科 学習

の支援 を行 って い る。 以下2校 の例 を紹 介す る。

(1)事 例1総 合 的な学習 の時 間 の取組(区 立A中 学校12学 級 の場合)

①3年 間の指 導計 画 と司書教論 の役割

内容
司書教諭の活動

計画 記録

1 ・自分 を 知 ち せ る(Sbow&Tel1) ・参 照例 準備

年 ・ミニ 講演会(様 々な生 き方 に触れ る) ・人 材 活 用 リス ト ・し お り

・地域 学習(00区 調べ) ・地域 図書館 等 との連絡調整 ・報 告 書

・職 業 調 べ ・関連 図書、 資料 準備 ・壁 新 聞

・「3年 生 を送 る 会 」 で の 発 表 ・関連 図書(台 本等 〉準備 ・写 真

2 ・職 揚体 験 ・事 業 所 リス ト 等 の

年 ・ミニ講 演会(働 く意 義 を考 え る) ・人 材 活 用 リス ト 整理

・上 級 学校 訪 問 ・関連 図 書、 資料 準備 保管

・地 域学 習(東 京 調べ) ・資 料 リス ト

1

3 ・ボ ラ ン テ ィ ア体 験 ・事 業 所 リス ト ・人 材 活 用 リス ト

年 ・ミニ 講 演 会(進 路 に っ い て 考 え る) ・資 料 リス ト ・人 材 活 用 リス ト

・国 際理解教 育(京 都 ・奈 良調べ 、外 国 ・関連 図書 、資料 準備

人 との交 流) ・地 域 図書館 等 との連絡 調整

巾学 校 にお け る教育 資料 ・記録 につ いては 、各教 科 の もの は教科 ごとに比較 的整理 され

てい るが 、総合的 な学 習の 時間 の資料 ・記録 につい ては 整理 され ていな い こと もある。 教

育 ・教材 セ ンター と して の機 能 にお いて 、司書教諭 は 、これ らをま とめて系統 的 に整理 し、

管理 して い くこ とが望 まれ る。 また、事 業所 ・人材 活用 リス ト等 も作成 ・管理 し、 コー デ

ィネー ター と して の役割 も果 た してい くこ とが必 要 で ある。

② 新 しい情 報空 間へ の提 案

ア 他 校 との連携 … ホー ムベ ー ジを利用 して

今 後 は各学校 問の資 料 の貸 し借 り ・共有 も考 え られ る。 各校 のホー ムペ ー ジに学校

図書館 のペ ー ジを作成 して リス トを公 開 した り、 区市 のホー ムペー ジで一括 公 開す る

な どの方 法が ある。 なお 、区市 の実情 に応 じて運 搬方 法等 を工夫 す る必要 が ある、

イ 多様 な ニーズ に こた え られ る多 面的な機 能 を もつ情 報館 を 目指 して

近年 、情 報 の収集 にはイ ン ターネ ッ トの活用 は欠 かせ ない。

A中 学校 では学校 図書館 にイ ンター ネ ッ トを利用 で き るパ ー

ソナル コン ピュー タを設 置 してい る。今 後 は空 きスペ ース 等

の利 用 も考 え るな ど、新 しい情 報空 間を柔軟 に創 造 してい く

こ とが必 要で あ る。
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(2)事 例2朝 読 書 と学校 図 書館 のIT化 の取組(市 立B中 学校12学 級)

① 朝 読書 と学校 図 書館IT化 の取組 の経 過

内容 司書教諭 ・図書担 当教諭 の活動

平成 ・学校の特色づ く りに 「読書活動」を位置付けた取組 ・特色 ある 「図書活動」の提案

12 を 開 始 した。 本 校 の100冊 の 選 定 な ど。

年度 ・新1年 生 は 「朝 の 読書 」の取 組 を始 め た
。

・「朝 の 読 書 」 の 提案
。 準備,

平成 ・IT化 へ 向 け
、書 籍 のパ ソ コ ン入 力 を 開始 した。 ・パ ソコン入力の提案 と生徒 への入カボ

13 書 名 、 著 者 、購 入 口な ど を入 力 した。 ラ ンテ ィ アの 呼び か け。

年度 ・「た よ り」な どで呼びかけ、朝読書用の書籍 を保護 書名 、著者名 などを入力

者 の 方 よ りの 蔵書寄付 や公共 図書館 の 協力 をい ・「た よ り」 の原 稿 作 成
、 配 布

た だ い た。

平成 ・地 域 の 方 の 協 力制 度(ス クー ル サ ポ ー ト)の 導 入
。 ・ス クー ルサ ポ ー トの方 との 連 絡 調整 な

14 ス クール サポー トの方が読書指 導のア ドバイ ス ど 。

年度 をす る活動を放課後 な どに行 った。 ・パ ソコ ン入 力 を放 課 後 生 徒 と行 う
。

平成 ・読書活動優秀実践校 となった。 さらに充実 させ る ・図書 の パ ソ コ ン管 理 ソフ トの提 案

15 た め 図書 の パ ソ コ ン管 理 の た め に ソ フ トウエ ア ・バ ー コー ド作 業 ス ケ ジ ュ ール 提 案

年度 (書籍 の管理、貸 し出 し、廃棄 が行 える)を 購 入。 ・ス クー ル サ ポ ー トに よ る放 課後 開館 の

書籍 にバー コー ドを張る作業 を開始。生 徒 と保護 提案

者の協力で作業をほぼ終 了。

平成 ・学 校 図 書 館 に パ ソ コン を置 き、バ ー コー ドを張 っ ・生徒図書カー ドの 内容の提案

16 た図 書カー ドを全生 徒 に配 布 し、 図書の貸 し出 ・移 動用図書 ラ ックの購入

年度 し、及 び 返却 の 開始 。 ・図書 の購 入

・朝読書を全学年 が取 り組む よ うになった。各学年 ・新 着 本 ・お す す め コー ナ ー設 置

の階に、移動用図書 ラックを置 き、朝読書や学習

関係 の本 を置 く。

貸 し 出 し を 行 う

コ ン ピ ュー タ

バ ー コー ドの

つ い た 本

② 朝 読書 と学校 図書館IT化 へ の提案

多 くの学校 か ら朝 読書 の有効 性 の報 告が な され てい る。司書教諭 は学校 の状 況 を把握 し、

朝読 書の提 案 を して い きたい。 本校 で も朝読 書 を取 り入れ た ことに よ り、学校 が以 前 よ り

落 ち着 き、生徒 が よ く本 を読 む よ うにな ってきた.朝 読書 や ス クール サ ポー トに よる放 課

後開館 な どに よ り読 書意欲 が喚起 され読 書量 が増 加す る とともに図書 室 の利 用者数 、図書

の貸 し出 し冊数 が増加 した。 また、 学校 図書館 のIT化 に よ り、 図書 委員 はパ ソコンで の

貸 し出 しに慣 れ意欲 的 に活動す るよ うな った。読 書傾 向の把 握、月 別貸 し出 し数 、返却遅

れ の把 握 が容 易 とな った。

司書 教諭 は 、学校全 体 の読 書環 境 を整 えるた めに様 々な方策 、朝読 書 の推 進 、IT化 に

よる図書 の管理 な どを提案 し 「学 習 ・情 報セ ンター 」 「教 育 ・教材 セ ン ター 」「読書 セン タ

ー」 の役割 を高め る活 動 を進 め たい
。
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3高 等学校 の事例

司書教諭 は 、授 業や 学級 担任 な どの業務 と並行 して学校 図書館 の運営 に取 り組ん でい る、

この よ うな現状 を踏 まえ、 司書 教論 の役割 について、 学校 図書館 の3つ の機 能 に沿 って考察

を進 めて みた い.

(1)学 習 ・情 報セ ンター として の機 能

授 業や総 合的 な学習 の時間 に必要 な情報は 、書籍 、新 聞、雑 誌 、 ビデ オテー プ、 さらに

は、CD、1〕VD等 の他 、イ ンターネ ッ トのW。bサ イ トな ど多様 で あ る。 こ うした 情報 は 、

学校 図書館 にお いて一括 して管 理す るこ とに よって、学習情 報や生 徒が 日常生活 に必 要な

情報 として有効 に活用 され る。 ま た、教師 が授 業 内容 に即 して整理 ・体 系化す るこ とに よ

り教 育 ・教 材情 報 ともな る.

都 立C高 校で は、 こ うした学 習情報 の他 に、修 学旅 行や地 域研究 な どの校外 学習で 、生

徒 が作成 した資料や 、総合 的 な学習 の時間の教材 、見 学場所等 に関す る情 報な どの多様 な

情報 も学校 図書館 にお いて管理 してい る。 こ うした散逸 しやす い情 報 も学校 図書館 にお い

て分類 され ていれ ば、長期 に わた って 誰 もが活用 で き る学習情 報 とな る。

また 、最 近の情報 メデ ィアの発 達は め ざま しいが、そ の活用 の仕 方 には課題 もみ られ る。

イ ン ターネ ッ トや新 聞 な どの、様 々な情報 を活用す る場合 に は、その 内客 を鵜 のみ にせ ず 、

必ず複 数 の情報 にあた るな ど、検 証や確認 が必要 で ある こ とな ど、情 報 メデ ィアの適 切な

活用 の仕 方 につ いて、 司書 教諭 が各教科等 でテ ィー ムテ ィーチ ングを行 う際や、学校 図書

館 の利 用指 導の 際に指導す るこ とが重 要であ る。

なお、 学校 図書館 の資料 を有効 に活用 す るため にも、従来 の よ うな、文字 情報 の活用方

法 に関す る指導 も必 要で あ るこ とは言 うまで もない。

(2)読 書セ ンター としての機能 一 都 立D高 校 にお け る全校 によ る 「朝読 書」 の実践一

都 立D高 校 は、多様 な生徒 が入学 して くる こともあ り、遅 刻や欠席 が 多い こ とに苦慮 し

ていた.読 書 に主体 的に取 り組 め ない生徒 も多 く、情 操面 ・一般教養 ・進 路選択 に 向けて

の懸念 もあ った。様 々な指導 を行 った り、 習熟度 別の 学習指 導、 テ ィー ムテ ィー チ ングな

どの授 業の改善 ・工夫 を して きたが 、その うちの一つ が 「朝 読書」 で ある。 つ ま り、 当初

は読書力 の 向上 よ り、遅 刻者 を減 らし、落 ち着 いた雰 囲気 で授 業 を開始す るこ とが 目的で

あった。

①

ア

「朝読 書」 の試 行(平 成13年 度)

ね らい

・情操 面 ・一般教養 ・進 路選択 等へ の不安 の解 消

・集 中力 をつ け、言語能 力の拡 充

・豊 か な心の 育成 と人 間的成長 の促 進

・遅刻 を減 らす ・… 基本 的な 生活 習慣 の確 立

・朝読 書 の静寂か ら授業 への スムーズ な移 行

・生徒 の登校 状況 の把握 ・… クラス経 営、 遅刻指 導

一126一



イ 実 施方法

・みん なで取 り組 む … ・学年 全体(教 員 も)で 読 書す る。

・毎 日行 う ・… 一年 間 を通 し、毎 朝8時30分 か ら5分 間

・好 きな本 を読む ・… 各 自が 、マ ンガ ・雑誌 以 外で 自由 に本 を選び 、用 意す る.

・た だ読む だけ … ・感想 文 な どの課題 や評価 はい っ さいな し

X「 朝読 書」試行 によ る効果 は、2学 期 にな る と現れ 、職 員室 で話題 とな った 、

② 全校 実施

・平成14年 度 は、新2年 が新1年 に協力 を求め る形で 実施。 同時 に、1時 問 目の開

始時 間 を、学 校全体 で10分 遅 らせ 、朝読 書の 時間 も10分 に延 長 した。

・平成15年 度 よ り全校 で実 施。 現在 は、校 長の経 営方針 の 下に実施 され てい る。

③ 朝 読書 に よる効 果

・平成 ユ4年 度 図書館 の貸 し出 し冊数 の増加 ・… 前年 比2 .15倍

・1時 間 目の授 業 に対す る取 り組 み方 が改 善 され る。

・遅刻者 が減 少す る。

④ 司書教 諭の役割

・ 実施 状況 の改善 ・… 生徒 の主体 的 な参加 、興 味が もて る図書 の紹介

この よ うな取組 の 中で 、学校 図書館 は読書 セ ンター と して の機 能 を果 たす よ うに なって

きた。

(3)教 育 ・教材セ ンター と して の機 能

学校 図書館 の学 習 ・情 報セ ン ター 、読書 セン ター として の機 能 を包括 す る もの として、

教育 ・教材 セ ン ター としての機能 が重 視 され る なか、 司書教諭 と して の職 務 と授 業や 担任

の職務 を兼任 す るの は容 易な ことではな い。 しか し、 この こ とに よって、授業や 生徒 の様

子 、行 事 の進 行 、学年や 教室 内の状況 が理解 で きる とい う意 味で は、学年 や教 科で何 が求

め られ てい るか を把握 しやす い とい う利点 もあ る、

直接 の授 業担 当で はない司 書教諭 が個 々の授 業 内容 につ いて、直接 の指 導はで きない が、

授 業者 の意 向を受 けて、必要 な図書や 資料 、視聴 覚教材 な どを提供 ・準備 す る こ とは可能

であ る。

また、 生徒 が これ らの資料 を使 って調べ学 習 を行 う場 合 も、授 業者 とともに随所 で資料

の見方や使 い方等 を指導 す る ことがで きる。最 近 は、 著作権 の問題 な ど、教員 、生徒 で あ

って も 「知 らなか った」 ではす ま ない もの もあ り、調 べ方や 正 しい資料 の使 い方 を指 導す

る こ とは不可欠 で ある。 一度 では定着 しに くく授 業者 だけ では指 導が行 き届 かない 問題 に

も司書教諭 が加 わ る ことによって 、授 業者 の補 助がで き、 「テ ィー ムテ ィー チン グ」 的に

機 能で きる。 さらに、具体的 に授 業 に加 わる こ とで、 不足 してい る資料 、求 め られて い る

資料の情報 を得 る と同時 に、使用 で きな い資料 のふ るい分 け も進 めやす くな る.

生徒だ けで な く教員 も活用 し、意見 が反映 され て こそ、学校 図 書館 が 「学び の場 」 とい

う本来 の姿で活1生化す る.そ して 、司書教 諭が学校図 書館で 、必要 な とき に必 要な補助 が

でき るな らば、 よ り一層 の教 育効 果が 期待 でき る。
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4盲 ・ろ う ・養 護学 校(以 下 、養護 学校)の 事 例

(1)教 育課程 の 充実 に 向けた 、学校 図書 館教 育 を 目指 して、 司書 教諭 の役 割 を 明確 に し、学

校 図書館経 営委員 会等(管 理職 ・主幹 ・視聴 覚 部 ・施 設 設備 部 ・事 務 等)を 結 成 し、検 討事

項 を全校 に提案 し、全校 体 制 で学校 図書館 を活 用 した授 業 の取組 を推 進 して い く。

全職員が共通理解

=

ポ イ ン ト

教育課 程への位 置付けの明確 化

例・腫 生徒の障害や、轍 齢 性を楓

した楽 しく分 か りやす い、興味 関心が広が る教材

教具を整 え、また過去 に蓄積 した校 内の教材 教具

の収集保存 に よ り、教 育課程、授業 の充実 に寄 与

す る。(「教材セ ンター 」な ど各学校の特色 を明記〉

教 育 口標 と教育課程 、指 導計画、児童 生徒の障害 ・特徴、

校務 分掌、地域の特性'学 校 ・図書館 、発達段 階に応 じ

たIT機 能の活用方法 、予 算等 を事前に把握 してお く。

学校 図書館の意義 、 目指す児童生徒像 、経営 の 目

的、活動内容(運 営 、学校図書館規約 教員用 、学

欝 購 館備 劇瞳'生 観 ・蔵齢 類規繍)
」L

司書教諭が中心 となって作 成す る。学校 図書館基本 方針

～当.〃
し/
展 示 コー ナ ー を設 け 、 学 習 課 題 、学 校 行 事 算 の、

関係 資 料 を展 示 、配 架 し授 業 に 寄 与 す る。

嘘灘 灘 雲鰯謄 叢

学校図書館年間指導計画

斐 ノ

週案 ・授業へ の位置付 け ・教材 活用 ・教 育実践

(2)教 育 ・教材 セ ン ター と して の学校 図 書館 にお ける司書 教諭 の役割

① 教 育課程 に沿 った学校 図書年 間指導 計 画(過 去 の 図書貸 し出 しの実績 及 び行事 等 を

基 に作成)

② 教育課 程 充 実に 向け、蔵 書 、教材 教具 等 の内容 の検討

ア 良書 の充 実(授 業 で活用 で き る大型 絵 本 ・パ ネ ル等)を 図 り、教員 に紹介

イ0～9分 類 の配架(養 護 学校 の特 色 を生 かす)

③ 教 育課 程 に沿 っ たテ ー マ展 示(テ ーマ に沿 った装飾 、玩 具、本 等 の展示 コー ナー)

ア 季 節及 びテ ー マ展示

例:1学 期(乗 り物 ・遠 足等 の授 業 に沿 って)

2学 期(文 化祭 ・劇 等 の内容 に沿 って)等

④ 発 達 に応 じたIT機 能 の活 用(図 書 館制 作 のお話 な ど)・ 他 校 との連 携

⑤ 地 域図 書館活 用

ア 貸 し出 し本(よ り充実 した教材 を整 え、授業 の充 実 に向 けて)活 用

イ お話 会 開催

⑥ 学校 内 、教材 教 具の管 理

ア 大型 紙 芝居 、 エプ ロン シア ター 、市販 パ ネル シ アター等 、学 校 予算 で購入 した

教材 教 具

イ 行 事 指導 、教 材教 具(遠 足 ・宿 泊等)

ウ 教 員 手作 りの教材 教具

⑦ 児 童 、生 徒、 教員 の相 談、 ニーズ に対応

⑧ 国 立、公 立、私 立 、民 間、優 良図書 館、 図書 フ ェアー な どの紹介
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(3)学 校 図書館活 用年 問計 画 と事例

学期 行 事 季 節
図 書館 でそ ろえたい 教材 ・教 具

教 材 教 具 慨 具 模型.琳 轍 枷

奉 の 自然 日本 の 四季

入学式 飛 行機 ・ ミニ カ ー

遠 足 写 真 ・ 地 図

梅 雨 雨 だれ ・ あ じ さい

1 運動会 身体に関す る本 カ タ ツ ム リ ・ カ エル

初 夏 虫 ・花 の 本

移動教室 七 夕 乗 り物 の本 笹 ・ 短 冊

修学旅行 食 べ物 の本 船 ・貝 殻 ・夏 の 虫

プ ー ル 海の本

お話会

(地 域 の 図 書 秋 の 自然 ス ポー ツ の 本 お 月 見(満 月 ・団子 ・す す

2
館 に よ る) 野 山の本 き等〉

地 図 紅 葉 ・ 落 ち葉

文化祭 料理の本 焼 き芋 ・ 夕焼 け

栗 ・ 秋 の 虫

冬 の 自然 冬の草木の本 雪 だ る ま ・氷 ・っ ら ら

お正月 雪山の本 門松 ・鏡 餅 ・凧

3
節 分 人形の本 豆 ま き ・ 鬼 の 面

ひ なまっ り 花の本 桃 の花 ・ 雛人形

卒業式

初 春の 自然

遠 足(飛 行 機 ・ミニ カ ー)

梅 雨(雨 だれ)

響
読書の秋

曝華『

お 正 月
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N成 果 と 課 題

研 究成果 として 、 司書教諭 は学校 図書館 を核 と した教 育課程 展 開 の コーデ ィネー ター と し

ての役 割 が重 要で あ るこ とが判 明 した、

学校 図 書館 法 では 、学校 図書館 の役割 として、「教 育課程 の展 開 に寄与す る」と規 定 してい

る.学 校 図書館 の運 営に あた るのは 司書教諭 で ある。 司書教諭 には、学校 図 書館 の利 用 を学

習指導 要領 に基 づ く教 育課程 の編成 にかか わ るこ とが求 め られ て い る。各 教科 ・科 口の授 業

計画(シ ラバ ス)作 成 に かかわ り、教 育 ・教材 セ ン ター と して授 業 を支 える とい う役割 が求

め られ る こ とも明確 とな った。

課題 と して、 学校 図書館 年 間活用 計 画を作成 し、学校 図 書館経 営委 員会 な どを組 織 し、利

用者 で あ る児 童 ・生徒や 教職員 、 さらに地域住 民か ら信 頼 され る学校 図書館 をつ くる こ とが

明確 とな った 。学校 図書館 経営 委員 会 の位 置付 け と しては 、企画 会議 ・企 画調整会 議 な どに

次 ぐ組 織 と して位 置付 け るこ とも重 要で あ る。

(例)

校 長 ・副 校 長 ・教 頭 1事務1

学
校
評
議
委
員
会

予
算
調
整
会
議

(

「Fr F

,

一
企画会 議 ・企 画調整会議 な ど

一

障 校図書購 営委員会1

「「,

ウ

1各 教科1
F「

匝 陰II碧 部会 山 各種委員会1

課題解 決 への方策 は、学校経 営方 針 を策定す る際 に学校 図書館 を学校 教 育の基礎 と位 置付

け、司 書教諭 が諸 々の教 育活動 にかかわれ る態勢 を確 立す る こ とで ある。 そ して、司書教 諭

を特別 活 動や 総合的 学習 の時 間 ・学校 行事 との コーデ ィネー ター と しての位 置 付 けをす る こ

と、学校 図書館 や 司書教諭 の活 用 を図 るこ と、学校 と して の支援 態勢 を組 む こ とに よって 、

教 育課 程 の展 開の 中で確実 に成果 を示す こ とが可 能 と考 え る.

「朝読 書で生徒 が 変わ る」「学校 図書館 の活用 で学校 が変 わ る」 とい うところ まで見 えて き

た.「 学校 が変 われ ば教育 が変 わ り、未 来 が展望 で きる。」 とい うと ころまでい きたい。

学校 図書館 の教 育 ・教材 セ ン ター と しての機 能は 、学校 の教育課 程 を展 開す る情 報セ ン タ

ー にな るこ とで ある
。校 内に学校 図書館経 営委員 会 を位 置付 け、 司書教 諭が 委員 とな って 自

校 の資料 を集 中管理 す る と共 に、市 区町 村の 「資源 共有 ネ ッ トワー ク」と連携 を図 る こ とで、

成果 の見 える学校 教 育が 教育 ・教 材セ ンター か ら始 まる と確信 してい る。
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